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　　　月舘町における地域づくりと生涯学習

～「月舘町の地域づくり」アンケート調査結果より～

福島大学経済学藻 山　雁　充　夫

！．はじめに

　地域づくりは人づくりであるといわれるG地域垂こお

ける人づくりは，材おこしや町づくり運動が盛んにな

る以羨には，公畏館が主として縫合教育という観点か

ら行ってきた。篠島集義地区茎7辮町握における生獲学

習の進捗状溌は，高木広志の調蓋によれば，推進体舗

ができているのは8甫町村（響％）である。しかし推

進鉢舗ができているといっても，それは教育委員会内

部紅設置されたものがほとんどであ警，「生灌学習セ

ンター」が事務局となっているのはわずか玉ヵ癬にと

どまった。また現鋳点で生獲学習を推進するにあたっ

ては，「往戻の意識を高めながら，学習機会を拡充す

ることが重点施策であ重り，r行政内部の生灘学習へ

の麗心がまだ†分でな」く，rまず事務局づくりが緊

急課題である珪段賠にとどまっている灘。

　本稿で「地蟻づく警と生灘学習淫に関して月舘町を

事縄にとりあげるのは，第一に月舘町公浅館（第3罎

生涯学習フェア）からの依頼で総懸年駐薄5麟こ「地

域づくりと生灘学習～今学ばずして，いつ学ぶのか3

をテーマに講演したことを契機としている。第二には，

その際，受講表を鰐象としてr爆舘町の地域づく静ア

ンケート」を実施し，これを取吟まとめる必要があっ

たことによる。

　繋象としての月舘町は，福島市の東密棄2§融，欝達

藩ゆかりの欝達瓢の嚢蕩蕩に位置し，農由材地域にあ

る。面積1ま磁麟，人爵が5，錘7人で，§5隼農iの町当初

予算は23億4，2総万円であり，財政力業数が導．欝4と低

く，遺疎化や高齢化が進んでいるゆ教育文化面では，

緑青漸i，幼稚園董，小学校2，中学校董校であ警，

公巽館4，医院2，町指定文化財賛である。高校進学

率は鯵．6％であ弩，隣接購や纏島幕内の高校へ通学し

ている。また，「霞麗しく承清い墾」の霞然を大勢に

し，葉わさびが特産贔となっている。

　町は婚§3隼3月に第2次振興計懸を策定し，露花と

緑あふれる夢麟造の墾選を目指し，町づくりや人づく

りの行政を進めている。髄年号月には生獲学習推進本

譜を設け，本部長に町長があたり，教育委貴会1こ事務

局を設けて鑑進している。主な事業は，褒美の通穆で

あり，織島大学も麗放談整や公雛シンポジウムなどを

開難して，簿舘町のまちづく鯵や人づくりに貢賦して

いる。

蓑婁　趨舘簿の主な生漣学習事業

　生獲学習カレンダー

　生獲学習フェア（福島大学公醗シンポジウムを含む）

　教官文化講演会

　夢のバイオ琴ンリサイタル

　篠島大学環敷講座

　鼠少年の翼誰中学生のアメ移力潔遺

　千葉察白井購との交流

　やまゆ移鑑舞羅季会縫の花いっぱい運動

　　　　　　　　　　　資料二月舘警教育委興会などe

　本稿では，第一に地域づくりの観点から月鋸警策2

次振興計画の建民への漫透度とこれを知る契機を，第

二に第2次振興計画の繋標であるテーマの適否と人欝

欝標の達成可能性を，第三に第2次振興計画の具捧的

展開である主要プ睡ジェクトヂ）認知綾，特紅F＆G購

懇やその構想の中核となる第3セクター葬花舞雷撃会

樹への住罠参撫の程度を験討し，具体誘意見を紹介

する。第醒には人づく鯵は生獲学習からという観点か

ら，生灌学習の擁点としての公民館が往毘にどのよう

にそしてどの程度活矯されているかを験試する。最後

に月舘町の地域づくりの現局面を，発展段購という視

点から往巽自身に略己評緬」してもらい，地誠づく

りをさら妻こ一歩進めるため青こは繕が必要なのかを榛討

したい。

灘高本菰志「鮭会薮鴬と縫会体育」平成7年度棄蕊町秘教青長連絡協議会醗究大会（於：秘露察馨沢湖町），
　ig95年s月産紹む
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2　アンケート調査の方法と回答者の属性

　月舘町の地域づく鱗こ関するアンケート調査は§5年

麓～鴛月1こかけて行った。アンケート調査は生獲学習

フェアをはじめとする月舘町公疑館渉実施した各種の

会合への参糠老に鰐して，無作為抽籤によって実施し

た。懸答者は欝8名であ吟，性磯では男性が6割襲，

女性が塁割強であった（嚢2）。

褒2　疲答者の牲溺権威

羅答数　姥　率

男　性 §2　5寓

女　性 4§　43％

計 瀦i醜％
資料：アンケート調蓋による。

　年齢溺構成は，鱒歳代が最も多く，論議代が続くか，

これは調査の一蔑渉PTAの会合の際に行われたこと

を反映している。また6魯歳代が第3位1こあるのは，調

査の残りの一部が公浅館主催の地域づくり講演会の豫

に実施され，これへの参簾者の年齢屡を反験している

（表3）。

表3　睡答考の年齢驚構成

罎答数 比　率

齢歳未満 暮 §％

器　歳　代 護 塵％

講　歳　代 2蓬 22％

韓　歳　代 漿2

　
3
9
驚
｝

5§歳　代 8 7％

総　歳　代 2至 12馨％

簿歳代以上 8　　7％

不　　　絹 i　　塊
計 欝　　幽鬼

資料：アンケート調査による。

　麟害者の職業勝購戚は，姥鮫的分散しており，農業，

会栓員，公務員，主婦がそれぞれ約2割ずつ，商業以

外の趨営業と無職とが約董割ずつであった（表磐。

　懇答者の平欝握間の主な瞬在地は，特に淡まってい

ないが6割強であり，ほとんど町内とほとんど町舛と

懸約2麟ずつである（表5〉。町外の場合は福島霧と

保原町が多い。

蓑尋　墨答者の職業馨1購綾

懇答数 姥　率

農　　　　　　業 2書 鐙％

密営業（商業） 唾 魏
露営業（商業以外） 緯 瞼％

会　　　縫　　　員 2導 蔓9％

公　　　務　　　員 茎9 茎8驚

主蝿（パート等を含む〉 茎8 i7％

学　　　　　　　生 董 i％

その飽の職業 2 2鬼

無　　　　　　　職 欝 総髯

誕 臆4 魏％
資料：アンケート調蓋による。

表5　平舞墨閥の主な浮1在地

騒答数 比　率

ほとんど町内 2β 婚驚

特に決まっていない 6§ 62％

ほとんど町外 2磐 玉9％

計 玉総 懸驚

資料：アンケート調査による。

3　第2次振興計画の住民への浸透度

　月舘町は瞭§3年に「蟹盤紀小手纒の塁づくり」をテー

マとする蓼第2次振興計画遜を策定した。この第2次

振興計錘拳どの程護，控異に浸透しているのかについ

て，その熟知度を饑いてみた。すると全体では「それ

ほど知らなかった藩渉§割強をしめた。野球薦から大

変良く知っている」は2割弱であった（表§）。「知っ

ている」程度は，性溺では男性の方が，年齢磯では年

齢があがるほど高くなる。職業購では公務員で「大変

良く知っている」割合が5割弱と高いが，これに次い

で無職繕が2割強となった。

　「以藩から大変良く知っている涯及びダそれほどは

知らなかった墜を選摂した團答者が第2次振興詩嚢を

知ったきっかけは，r以蕪から大変良く知っている藩

表§　月舘欝の第2次振興計蚕について

懸答数 髭　率

以羨から大変良く知っている 2轡 欝然

それほどは知らなかった 66 62％

ほとんど知らなかった 2暮 謄鴛

そ　の　飽 ｝ 騙
討 欝7 鰺馨％

資料：アンケート調査による。
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場合は振興計麟策定に直接的ないしは闘接的に関わっ

た者だけであ警，ダそれほどは知らなかった諜場合は

匿広報つきだて嚢などから知った比率渉過半を占めて

いる。ただ購麗なのは振興計錘策定に薩接纏わつたに

もかかわらず，「それほどは知らなかった」と答えて

いる考が少なからずいたことである（表7）。

表7　振興謙面を知る契機

大変食く知

ﾁている
それほどは知

轤ﾈかった

騒答数 鐘　率 醸答数 鷺　率

審議会委葵や璽づく

ﾕ委員などで振興計
F策定にかかわった

欝 5§驚 3 8驚

振興詩嚢紅かかわる
n区懇談会1こ参擁し
ｽ

4 22％ i茎 玉7驚

振興欝嚢紅かかわる
Aンケート調蓋に罎
Qした

崖 22鬼 8 i3驚

鉱報つきたて盛で
mった

舜 眺 3§ 蓉7％

講灘会・学習会など
ﾅ知った

§ 眺 容 §鬼

人づて（縫コミなど〉

ﾅ知った
1　§ 暮露 董 2鑑

その飽　　　　　　i　　誉　　　　　　　　　｝

眺 2 3驚

計　　　　1　　玉8　　　　　…

魏％ 63 購駕

資料：アンケート調査による。

4　第2次振興計颪目標に対する住民評緬

　振興計露はド花と緑あふれる夢麟造の墨一2茎繊紀小

手纒の塁づくり」をテーマとしている。このテーマに

／）いて闘いたところ，「大変良い」ないしは「まあ喪

いゴと答えた難事は全体の8§％に及んでいる（表8）。

性磯では男性よりは女性で評徳潜高く，年齢灘では年

齢があがるほど評懸が高い．職業麗では農業で高く，

これに公務員が続き，逆1こ欝営業では詳細はそれほど

高くない。総合計錘についての鰯磯釣記遠意見は次ぎ

のようなものがあった．「もっと現実的なテーマであ

ってほしい」やヂ内容が全然見えない塗，「振興計露は，

町斑が生濃しやすいことを一番に考えて欲しい」，薪意

見をもっと取静上げてもらいたい」などである。

　第2次振興計露は入籍§標を趨勢璽と致策目標型と

に分けて設定している．緯鱒年（基準年次〉現在の人

麟ま5，3鱒人であるが，趨勢璽では2縦書蓼年に4，9簿人，

2醗§隼には4，6§5人になると推計している。また政策

衰諺　振興計蚕のテーマについて

蟹答数 比　率

大変震いテーマである 3§ 38％

まあ良いテーマである 4§ 婆8驚

それほど魅力あるテーマではない 至2 玉2％

全くだめで変えるべきである 2 2％

詩 鱒2 魏％

資料：アンケート調査紅よる．

§繧型では，基準年次をボトムとし，その後は増熱簸

晦に転じ，2鱒暮年に5，5総人，騰欝年には5，653人組な

ると推讃している。そして計錘では羅標的な意殊を込

めて，2暮春§年に5，5縫人，鴉緯隼には5，驚警入紐なると

した。この計懸人資§標に関して，アンケート睡答表

はヂ振興計1藪遜りに進んでも，現状羅持が精々である珪

とするのが半数をしめた。また紅どんなにがんばって

も人縫は減少する」がr第2次振興計画が完全に実施

できれば，鐸標達成は可能である韮をわずかではある

が上獲っている（表§）．末羅増撫については悲観釣

な意見が霞立つ。悲観的な意見は，性購では男，年齢

畷では年齢が高い程強い。職業鍵では無職懸で悲観的

意見が強く，主婦屡で悲観的惹箆が弱い。

衰警　人欝欝標の達綾驚能牲

懸答数 比　率

振興誹薩に縫わ辱なく人麟ま増えていく 警 騒然

第2次振興計癒が完全に実施できれば
¥漢達成は璽籠である

2董 2董％

振興計鑛遜りに進んでも，愛状維持が

¥々である
5磐 5i％

どんなにがん1まっても太郎ま藏塗する 27 28駕

計 §8 購驚

資料：アンケート調査による。

5　主要プ舞ジェクトの住民への浸透度

　第二次振興誕錘では主なものとして表鱒のような6

つのプ巌ジェクトが進められている。認知護が最も高

いのはハード事業としての小手鰹公園の整簿であり，

次いでつきだてF＆G購懇である。認知度が緩いのは

ソフト事業としてのヘルスコント漂一ル運動や小手簸

おもしろ塾である．認識度は，盤磯では男性よりは女

性でわずかに轟く，年齢磯では6巷議代以上で高く，職

業幾では公務員や主婦で高く鐵ている。ただし齢歳代

嶽上および主婦は薪闘いたこともない」率も高く，両

極分化している。
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表簿　主要プaジェクトの認知度

；

トヌ鵜ト緯傍醤
小手錘お

烽ｵろ塾

彗呼麺公めきだて纏　罵
訣倹ｮ蜂嚢醸｝購懇1拡大事業　　　　　　　　主

叢　宅
ﾕ緩事業

窪く簿って1

g　跨 1蜘
董
7 2魏

　　　　　　　　　匹

R綱榊嘱跳
　｝

Q1駿％

灘晃と1欝
2霧 2

1 2駕

跳2嘱2輪鵜　　　　｛ 　…
�
負
增
@
｛

　　　　　1rたこと1　　　　　縫5もなかっだ

5醜 3§ 騒駕

i　肖　　雛2董i醜i2蓬13麟1跳

2？2眺

絹蕎 1織1 簾 馨嬬
　　　　　l　　i　l
齟�u8i畷神懸鬼

籔
灘
纏
　
…

資料：アンケート講糞による。

　なお獲答者からのプ灘ジェクト礎案としては次のよ

うなものがある（表ii）。

表雛　主要事業の講難度に関する記述穣答擁

○人韓を増やすには，住宅増擁を必ずしてくださi

　いo
O鉢耕風体耕嬢が増える一方である。農業後継者i

斜な瞬も都会よ襖会熱熱’娘業罐i
　姦を受け入れる必要があるかと思う。

○鴛舘町昆の大きなマーケットをつくってほしい。

○学校の近くに住宅地を確保してほしい。

○醗民が楽しんで，生き生きと生活できる場があれi

　ばよいと思う。

　全体ではF＆Gに鰐する認識痩は高い。男性は人に

よって差が大きいが，全体としての認識度は高い承準

にある。年齢懸では騰～灘議代の認識度が高く，職業

麟では公務興およびその飽での認識度が高い．

　またぎ＆G溝懇の中核となる「やまゆ吟苑舞獲季会

縫」搬の認識度は，全体としては7塞強で良く知ら

れており，しかもヂかぶ主」になるなど事業に参撫し

ている比率が高い（表麟。性購では女性の方が認識

度や参撫度が高く，年齢購では年齢の高い方が認識度

や参簾痩は高い。職業磯では農業や公務貴，主婦など

で麟い。

表欝　舵舞霞季会社の認識度と参撫度

資料：アンケート調査による。

　さて郵つきだてF＆G購想」は地蟻づく絵のもう一

本の桂である。「つきだて欝亀G構想雌は，第2次振

興計蔑の策定に当たって若い重代から「魑に誇れる縁

かがほしい」という声が多く闘かれ，綾らの議譲のな

かから繋（フラワー）覆（｝（グ蓼一ン）の考えが鐡さ

れたことを契機としている。次のような意見が代表的

なものである（表i2〉。

率
鷺

驚
麗

驚
9

驚
鷺

駕
腿

％
2

鴛
煙

驚
i

露
§

驚
暮
暮
i

数
答
灘
｝
　
｝

馨
飽
の
そ

2
§
幸
罫
降

資料：アンケート講蒼によるe

哀絶　こん癒鱗であってほしい

私たちのまち雛そ嚥勧誡々の鋤中やこ吠
i地で薄かに患をしています。多くの驚異の皆さんは，月i

i㌶鱗葉馨蟻1欝褥

と雛蕊で学繭く惣が多く飢愈・ます・そしで

i響搬婦警ll盤
資料1鼠広報つきだて渥購3暑，2ページ，瞭鱗年鴛月。

　アンケート記述によるやまゆり花舞露季会縫への鰻

磯的な意見1ま表意の通りである。

菱縫　やまゆ鬱蒼舞遜季会社への意見

・もつ顔善幌える影で事業を翻してほしい．働凝

　町麟の方が薦がきれい1こ咲いているような気がする。

○もう少し詳しい手入れ法を。

略震卿欝碓敏もっと働町触が敗来1
　るくらいの規摸で雑えてほしい。

O全町蔑を薄象に参撫できるイベント（苑まつりなど）

0現在垂纓の球根が醗葎されていますが，開苑鰯がそれ！

　ぞれ違うので，種類ごとのプランターが欲しいです。

○認落の露主性。

○長く続くことを望んでいる。

○適地を選んで纏え懸けることが大窮である。

○核となる公穰がほしい

潔やまゆ彰）苑舞難季会祇については，巻末資料を参黙。
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G麟備勤離で髄融磁力～いっぱ噸えら
紅あったが蕗鞭1詰みしかった・いろ誘な療

ベン海事があ疑きは湛ぎや練咲力～せて繊i
　い島

・蟹騙雛が進紳渚肋雛発揮で謁ように
　してほしい⇔

○贔評会などを背う。

蜷獅麟蝶蹴公蹴経つく終講お誌礎i
　爆離にしてはどうか。

○やまや券だけでなく，季節の主な花々も事業の中に入i

　れて行けば，季籔ごと1こ筏いっぽ蓄・になると思う。

○朧勤麟観し・舷髄艫舳1こ號し牽
　贔1こしてはどうか、

磁路墾蹴ど騨磁えて騰辮な窪も縦i
　纏えて欲しい。

O講究飛の充実，モデル鑛，生産のためのゾーン。

○苑いっぱいで誰でも訪ねてみたい臨にしてほしい。

　　　　　　　　　　資料：アンケート調査による。

6　生涯学習擁点としての公民館利用駿溌

　公疑館は生獲学習擁点とならなければならず，これ

がどの程度盤罠に活駕されているかが，生獲学習農灘

の鍵となる。公民館の講稽頻度は全体ではヂ年に2～

3度瀦締する涯が最も多く，これ紅新月紅12～3霞雪辱

駕する」と「ほとんど聡期しない」とが緩く（褒董5）。

「月に2～3度素馨矯するゴ比率が高くなるのは，女性

や総～簿議に依存しており，機業的には主婦や無職贋

に敏存する。これに馨して，ヂ年に2～3産瀦駕する蛙

のは，男性や韓～講歳代であり，職業的紅は農業，金

被貴，公務員である。また「ほとんど無稽しない」の

は，どちらかといえば男性，年齢醜には騰～3§歳殺で

あ鯵，職業的に1凝1営業で高い。

　公民館潅動に録する参撫の駿灘ま，平均するとi人

当たりi．鍵環欝紅のぼるゆ項目購に参癩髭率が高いの

表総　公民館のi穂総程度

懸答数 比　奉

遷1こ重麟くらいは羅離する 5 6％

月に2～3醸くらいは素建霧する 22 25％

月虹至懇くらいは穂駕する 8 9驚

年に2～3曝は蒋駕する 33 38％

ほとんど祷欝しない 謄 22％

計 87 騰％

資料：アンケート調査紅よる。

はrスポーツ大会やスポーツ教室，町費登晦など縫会

捧育に臠するもの涯が漿割，や「作品展示会などの文

化祭や教育文化講渡会，晦疑写真コンテストといった

芸備・文化をあつかったもの」力鱗蟹弱であり，これ

に次いで「鋒年痩の福島大学公灘シンポジウム諜であ

る（表紛。

　姓震で韓1男性はスポーツ関連を第垂泣とし，これ紅

作品展示会や福島大学公鱒シンポ嚇続き，女性では作

品展示会等を第茎泣とし，これ紅婦人学績等，福島大

学公麗シンポ，スポーツ大会が続く。一人当鯵参撫項

目数には性問での差はなかった。

　年齢鍵ではi人当たり参撫項§数は若年屡で多く，

年齢麟潜高くなるにつれて少なくなる。若年屡が飽の

年齢屡と姥鮫して趨鰐的に高い鷺率をしめているのは，

欝あそばね会涯，作贔展示会，スポーツ大会等であ吟，

これらは年齢淡あがる江つれてその銘率潜低下する。

これ紅録して，年齢緩解あ解るにつれて参撫比率が高

まるのは地区婦人学績や町民教室，福島大学公醗シン

ポなどである。寿楽大学等は轟年齢緩に醸られている．

　駿業鍵では，「あそばね会暴への参撫率瀞高いのは

公務員や主難であ吟，地区媛人教室等へは主婦や無職

震が多く，町浅教室等へは空爆や農業老懸が多く，作

表妻§　公費館活動への参撫

麺　ぺ

n警数
驚　率

ヂあそばね会雌などの少年教室や子供

ﾕ警，ちびっこク彗スマス会など子供
�柾ﾛとしたもの

露 豊7驚

ヂヤングふるさと講痙憾など若者を鰐

ﾛとしたもの
§ §％

地区奏書人学籔，　女性講整．　女遷盤セミナーなど女縫を麟象としたもの

茎7 至6駕

地籔公翼鏡などの町費教室や蓋交ダン
X教室・民講教室・ワープ霞教室など
ﾌ町疑教室といった成人を薄象とした

烽ﾌ

i3 12驚

寿楽学績や地籔蕎齢煮学綴などの轟轟
¥を鰐象としたもの

達 毒驚

作贔展示会などの文化祭や教奮文化講
演�C驚異写真灘ンテストといった芸
p・文化をあつかったもの

鱒 3？駕

スポーツ大会やスポーツ教室，町民登
烽ﾈど縫会体育に関するもの

罐3 韓％

蘇年度の鵜島大学公開シンポジウム 28 2§驚

その飽 馨 e％

訴 i§3 董騒然

淫：昆率は繕答煮数に蝿する髭率

資料．アンケート調糞による。
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贔展示会等へは公務員，無職，主婦，会鮭員の纈に高

く，スポーツ大会等へは会縫員，公務員，自営業，農

業，主婦の纈となっている。福島大学公灘シンポヘは

主婦や無職が多いものの，比較的まんべんなく参離し

ている。

　燧瀦的な要求は次ぎの通りである。講座関係では，

パソコン教室，手議サークル，陶芸，心身の育成につ

ながるもの（教養講整〉，政治経済の語であり，醗講

艮数の増撫や夜穏での雛講が鰯待されている。若い主

婦はi才から達才までを蝿象とした「親子ふれあいの

会ヨのような集ま鞍や，子洪が楽しんで参撫できるよ

うなものを要望している。また年齢繕贋幾の要求もあ

り，若者には青年たち・来婚グループにうけいれられ

るような事業が，老人1こはゲートボール以外のスポー

ツ（輪投げ等〉の普及が希望されている。

　その飽公民館活動についての意見を縫くと，かな鞍

の意箆が寄せられた。第一は公民館の開館鋳闘に絶す

る意見であり，夢夜の教室が数多くあれば，灘鷺でき

るかもしれない］とか，野公蔑館を今後§鋳くらいに

開館鈍してもらえると，仕事が繋ってからも瀦矯でき

る潜，飽の町に嚢務していると驚事があってなかなか

縄灘できない藩，r夜参簾摂無蓬な主筋ばかりであ弩，

緯活動に参撫しても高齢老・ばか瞬で興殊が孝）かない．

嚢中揺動できるサークルがあれば，もっと家狂いるも

ののつながり瀞でき，友達もできると思う」とかがこ

れを代表している。

　第二は運営方法江ついてであ静，r公疑賠の開放」．

幕無かれたムードづくり」，「闘かれた公共施設希望韮

などがその意見を代表している。第三は公罠餓の施設

充実に絶するものであり，ヂ必要な資料がない。新鷺

霧勃を優りたいと思うが，二購に置いてあったり，欝

りずらい」とか「設欝を充実すること」があげられて

いる。第残は本館だけでなく，地区館の充実や地区毎

のスポーツ推進事業の充実も希望されている。第五は

P慶についてであり，「各事業のP盆は，できている

がもう一歩踏み込んでの入集めを考えて繕動してほし

い」との憲晃があった。

7　月舘町地域づく携こついて

　月舘町の地域づくり発展段繕を闘うと，全体として

は「模索難」ないしは「立ち上がり獺涯と考える騒答

者渉多い。これらに「篠滞混迷鱗茎が続く（表i7）。

牲驚では男性は「摸索簸まを第翌位に，r停滞混迷覇ヨ

を第2位とし，月舘町の地域づく鯵潜いろいろな意殊

において麟がり角にあると見ている。女性の場合は

ε立ち上がり難」が第玉笹とし，それなりの醗るい展

望を見ている。年齢溺では中年屡がギ摸索難涯に集中

し，高年屡は「立ち上がり顛落に集中している。若年

懸は昆較的分散しているが，「立ち上がり難」ぶ第i

盤とな1る。職業鍵では「摸索莫灘を選ぶ率が最も高い

のは自営業，金被員，公務賛であり，「立ち上がり鰯涯

を選ぶ率が最も高かったのは農業と主婦である。

蓑繍　地域づく蓼発展段欝

｝璽答数 比　率

鱗芽難球繭である 4 5％

菊芽難 7 眺
摸索競 23 3i駕

立ち上がり難 2癖 27％

髭迷簸 5 7％

成長甥 i 玉％

停滞溌迷簸 慧 欝％

発展難 亜 玉露

その魑 魯 眺
計 75 魏驚

資料：アンケート調査による。

　r萌芽難以暮弩である涯あると懸答した選霞1ま，「未来

に弱るさが難待できない肇やヂ！ターダーはいても，ま

だまだ多くの人の欝頬を集めて欲しい涯，rり一ダーが

いない涯などである。この段繕を次ぎの段繕垂こ展醸す

るにはぜ強力なり一ダーシップ」範代表される辱一ダー

の登場や育成が必要とされる。

　郵萌芽難涯と回答した運由は，r過疎化に濁する危機

感がようやく識始めている葺とか「思い熱ったことを

率先してできないから」，「まわ鞭を気にして露地でや

ってない薩ことに手を鐵さないから」などに代表され

る。これを克臆するには「若者が魅力を感じる町づく

りの具体的プランの作成豊や薪町民の意識高揚施策，

特に若年屡の参撫意識を高める」，ド隻数をおそれず，

思い舞ったことをする。また，できる藻境をつくるこ

と．若い麟の意想を取り入れること」など，若者への

饑きかけが重要であるとしている。

　r摸索懇3を懸饗した還患としては，r選ばれた人達

だけ本気さがあるが，次が感じられない」とか「各事

業をまだ推進できないでいる」，「著しい成長がみられ

ないので（一部の人しかわからないのではないか擁，

「まだまだこれというものが見えてこない」など住民
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に浸透していないことを上げている。これへの鰐策は，

彩ちゃんとしてピラミット紛織で，地域，部落末蟻1ま

で謡をしみこませる努力と，その気垂こさ量ることが必

要と患うゴとか「ソフト面の翻発」，「町の捲導的立場

の人熱ビジ璽ンをしっかり持って跨づくりを行ってほ

しい」，「もっと，隣疑全体紅浸透するようにわかりや

すく指導すれぱよいのではないでしょうか」，碧職員の

意欲雌，「若者のサークル活動の推進など」などがしめ

されている。

　月舘町の地域づくりが「立ち．とがり難藩にあると懸

答した選磁1こは，ド各種ユニークな事業が計藪されて

いる涯やr建築物など建ち鈴めている潜，（森秣公醗，

農村菰場など）それが，なかなか結び付いていないよ

うだから」，r以藩より，様々な企画，計醒が見られる

ようになった気がするi，「目ざめてきている人ぶみら

れるから」．「いろんな事業が暴立っている」，「振興計

画が平蔵5年に策定され，各種事業の歌舞緩み解なさ

れている」，「計露が進みつつある」といったように，

総合計画に基づく主要プ環ジェクトが実施されている

ことを上げる場合が多い。

　地蟻づくりをさらに蔚進さ量るためには，「事業内

容，経過をP益する。特に，次重代の子供達へ」やr全

町驚へのP艮．まだ一蕊の人達だけの町づく吟のよう

な気ぶする。各年齢屡，各職場，各地区での意識の高

揚が必要謹，郵意欲，譲られた人の活動から一般の多く

の人へ蔓に高めていく，広めていく」といった2Rか

ら，ε鞍長がかわって，行政のやる気が見えてきた．

が，町蔑の認識はまだまだ。あきらめムードの人達，

引っ込み愚案の人達，無関心の一部の苦衷達にどう認

識さ量るかが大きな課題。いろいろな事業に各地区か

らこのような人達を強麟的でも参撫させ，認識を高め

る」必要性や，「金棒計画の焦点化」，薪実行力のある

事業を必ず進めること」といった事業の絞り込みが提

案されている。

　地域づくりが「漉迷難涯にあると懇答する理懲には，

ゼ町の方向性瀞絞り込めない」とか「どの程度進んで

いるのか綴かいところがわかりづらい」などがあげら

れる。そしてこれを克殿するためにはr地域弓一ダ一

等の人材育成葺や「町民にもっとアピール」すること

が必要だとしている。

　地織づくりが「成長鱗3にあると答えたものはわず

か童名であり，発展段欝としての特籔をまとめること

はできないが，その遅露としては「鱗づくりに積極的

である」ことがあげられている。

　地墨或づくりが褻停滞灘迷難葺にあると瘻管する理露

は，5人縫の藏少」，「職場，交通，環箋雄，「変遷事鋳

の停滞涯など捲標化が可能な具体的な状況をあげてい

る。さら垂こ発展さ量るため紅は，「役場余塵諜にもっ

と力を入れて欲しい。後場企錘諜と瞬疑の代表瀞意見

を参考に企國を練る。そして，テストする。そののち，

それを各課紅それぞれ分挺し実行する」，ゼー認の人が

理解していても，ほとんどの人がなにも知らない．町

長に行き渡る事業をしてほしい」といった振興プラン

策定上の魏題，さらにはゼ若者の鐵く場癖，遊び場」，

ド鬱金警としてのハンディも特に感ごないで生活する

ことができる。空気の様な生活圏を侮るのが地域づく

りだと思う韮「交通の硬，地域の特色潜ない。欝金ら

しさ力竃ほしい］．「交通総の整備，長錘難滞在施設の充

実。湾繕公園の設置。ミニ宅地僕絵。鬱金らしい娯楽

場の第三セクター実施。由縁の公羅化。花木，緑化等。

若い年齢繕が月鋸から幾ていくのは，やむをえないと

思う．しかし，月館に戻ってきて住みやすい，環箋づ

くりが必要。子供を育てるのは大舞なことであり，そ

のために教費難が大きな負握になる。若い子畜て鰯の

女性に受け入れられる施策」が必要であるとの提案が

戯されている。

　最後に，地域づくりがr発展簸」にあると答えたも

のはわずか童名であり，その具体的な記遠善ま懸答され

ていない。

8　おわ》に

　月舘町の地域づくりは，第2次振興計錘の住民によ

る認知度という観点から箆ると，必ずしも良好な水準

にあるとはいえない。テーマそれ警棒は箆較的好意的

に受けとめられているが，人羅§標の達成については

悲観的であ鯵，精々，現駿羅持にとどまるとみている。

§につきやすいハード整騰や盤民を「がぶぬし」にす

る幹＆（｝構想などの主要プ濃ジェクトは，住民の認知

度が高くあらわ擬ている。月舘鋳の地蟻づく鱗ま発展

段賠としては，摸索鱗ないしは立ち上がり難紅あると

晃られている。この地域づくりをさらに高い段階に進

めるためには，より多くの住民にこの地域づくむの考

え方や事業の意殊が遷解されなければならない。

　アンケート調室からはいずれの発展段繕においても

地域づく幣をさらに一歩蕩進させるためには，なによ

りも住民露身による積極的な学習活動が要請されてい

ることがわかった。ここに生灘学習の重要性が登場す
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るのであるが，残念ながら月舘警でもこれを深潭する

生涯学習教畜の体舗は†分ではない。また地域紅おけ

る生獲学習の麗点たるべき公民館のハードとしての施

設整篠やソフトとしての欝韓やノウハウの蓄積承準は

なお低く，これ瀞公民館の瀦矯状溌の低迷や公覆館活

動への参灘潜高くならない鑓害要因となっている。月

舘町の縫会教育活動は勉の海霧穏に髭べれば高い水準

にあるといわれているものの，なお解決するべき課題

が多くある。地域づくりをさらに進めるためにもこれ

らの課題の克羅が求められる。

　なおアンケート調査の実施や地織づく鯵関連資料の

駿集紅あたっては．月舘欝教育委員会の渡辺洋一教育

次長，饒藤宏霧主査，斎藤勇一主事にお盤話になりま

した。また高木広志数青畏からは貴重なレポートを縫

躾していただきました。末羅な潜ら感謝いたします。
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（資料）

やまゆ》花舞霞季会社事業の目的等

〈嚢　的〉

　峯会縫は簿の将来籐である「花と縁あふれる夢翻造の劉の建設を日捲し，花そして緑を基本とした購買運動を

建罠参無季こより展醗し，純に類の無い花と緑あふれる美しい町をつくるとともに事業推進により町民が町紅鱒する

誇りと地域づくりへの霞倭を高め，良欝なコミニュティーの形成と花そして縁を愛する豊かな心を重葬に飯えるこ

とを震的とする。

（事　業〉

　当会祇は前条の嚢釣を達成するために次の事業を行なう。

①
②
③
④
⑤
⑥

家庭の花いっぱい運動

地域の花いっぱい運動

花そして縁の醗究

轟然環箋の保全

心登かな人聞教育

その欝的達成紅必要と認められる事業

＜騨＆G権想事業＞

（覆　標〉

＊花と縁あふれる夢翻造の塁の新篇藩「縁］を基本にした町毘運動を径民参撫により展醜し勉に麹繕を持って紹介

　できる花と縁の璽を造る。結果として，町民が月舘町紅殻する誇りと地域づくりへの懲繕瀞復興し良舞なコミニ

　ュテーの形成渉懸られる。

＊職員には，騎浅参撫が威勢するよう施策を展欝することにより，行政と野罠との紳摂深まり将来に講かって良欝

　な1関係の形成潜纒られる。

＊より一縷この運動を充実させ食罵として珍重されている「ユリの根」を遊休農地を活欝し「ムーン馨り一」とし

　て販売し療得の海上に結び盤ける。

＊r老後は家族と一緒に生活し元気で饑きたい。達アンケートの結集多くの町浅瀞望むことでした。そこでこの事

　業を展麗し，特にお年寄りには花を育てそして見て楽しみ，憂には「おし花」をつく弩商品化叛売し，お年寄り

　の生き甲斐に役立てたい。

＊町罠が密慢できることの撫葺ま豊かな盗然，縁である。それらを育てる懇こ誇ること拳できる，密地業に認める

　シンボルを造りだすゆ

＊ユリを基にネヅトワークづくりを進め誓ユリ憶報雄の発進墓地として月舘鷺をP艮する。

塵　具鉢的な獲い攣条件は侮7

◎1警疑の’む垂こ根づく盗優できる花と緑に講ちあふれる町をつくる。

　茎〉見劣りしないで議題性があること。

　2〉町罠に大きな負撞を強いることなく．みんなが楽しめること。

　3〉町費の密主性を漂きだし，それを餅識こ結び付ける。

　4）地域及び家族の良蘇な1人懸絶係を形成する。

　5〉購懇を成文化し誰もが蓬解できるものとする。

　6〉職員および驚異総参撫の積極的推進と察等あらゆる機縫をプ瞬ジェグトに巻き込む。

　7）「育てるよろこび3吟構操教育江つなげる。

　8）振興詩嚢の将来鍛を視覚的に具現化する。
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9）核家族化がすすむ中お年寄りと子供たちの良静な入閣縫係を形蔵する。ヂおじいちゃん，おばあちゃん孫さ

　　んたちに将来大きな嚢慢につながる贈鯵物を残してください註ヂ子供たちには，書達を立潔に膏ててくれ

　　たお礼1こ，一綴に花を霧ててください。」

糠　異鉢的に韓をやる砂か7

　夏〉学校の花いっぱい運動をより一縷雛進ずる。

　2〉やま睡り花舞霞季（株式）会縫設立し，全簿をあげて花いっぱい運動を推進する。また，花舞露季証書とし

　　　て町の木「ケヤキ涯を硬い「緯塞の表札豆を醗付する。

　3）大字単盤に地区の花を淡め，主要幹線道に看糎を設鬱する。

　嚇町の蕉碧山ゆ舅，簿の本「けやき珪は公共施設及びシンボルゾーンに記念嬉樹等のユニークなアイデアで

　　　工！3アをつくる。

　5）花いっぱいのドフラワー駿一肖を建設する。

　6）F＆G醗究漸を設立し，花いっぱい運動の講査揚導やぎおし花」の醗究など楽しみながら調査概究を行なう。

　7）F＆Gの醤を麟定し全1警民で花いっぱい運動を雄i進ずる。

　8）全量帯に翫付したユリの花のコンテストを灘催し表彰する。

　　　（懇人賞〉・大賞茎・ほか大字単位に表彰

　　　（羅体賞〉・公民饒や学校など公共施設の表彰

　　　　　＊賞品は町の商震の商品券（町経済活性に少しでも寄与したい）

　　　　　＊花舞鑓季会縫なので醗盛として表彰を考えるが，事業が成功し経済ベースにのった鋳点全簿罠紅外覆

　　　　　　簾行などをプレゼントする。

塵　農縫謙薩は次のとお鞍

◎6年度

　玉）やまゆりの球根等を全量帯及び事業蔑1に醗懲す

　　　る→→F産G購想のPR

　2）金被設立準備

　3〉会数の設立（総会〉

　　　＊H月を目標

　唾）貧農G購想の墨｝Rと参簾推進

　S）C正戦酪の導入の験討事麟調査（小手雛のイラ

　　　ストなど郷のシンボルをみんなで決めてい⇔

◎7年度

　｝）花舞選挙（株式〉会縫に補助金交付

　2）事業計薩にのっとり事業の権進

　3）証妻としての「表札］を醗付

　蓬）ユ1タの花のコンテスト

　5）地区の花の決定

　6）F亀Gの費麟定

◎8年度

　蓋）花舞羅季（株式）会縫に補助金交付

　2）事業計露紅のっとり事業の推進

　3）ユIJの花のコンテスト

　4）欝＆G欝究辮設立

　5）地区看藪の設置

◎§年度

　蓋）花舞羅季（株式）会縫に補助金交付

　2）事業計画紅のっとり事業の推進

　3）ユ弓の花のコンテスト

　遵）F亀G醗究辮設立

　5）シンボルパークの建設（盤界のユ縫懸）

◎鎗年度

　i）花舞露季（株式〉会鮭に補勧金交付

　2）事業計藤江のっとり事業の推進

　3）ユ蔭の花のほンテスト

　≦）シンボルパークの建設（鐘舞のユリ霧藁〉

　5）「おし穂」の商品化

　6）「ムーン婆1ター」商品化

　　　　　　　　　　　　　　資料・：月舘町役場による


